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第３章 計画の実現に向けて 
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１ まちづくりの基本的な進め方 
 

本市の都市計画は，『ネットワーク型コンパクトシティ』によって目指す将来都市構造

や土地利用の方向性などを明らかにする「第３次宇都宮市都市計画マスタープラン」を基

本方針として推進していきます。また，各種まちづくりの指針として，その活用を図ると

ともに，社会経済環境の変化等に的確に対応しながら，中長期的な視点に立ったまちづく

りを総合的かつ一体的に進めていきます。 

 

 

（１）市民参画によるまちづくり 
 

・『ネットワーク型コンパクトシティ』の形成には，行政だけでなく，市民や事業者などの

身近な取組や理解促進が欠かせないことから，多様な主体の参画をいただきながら，ま

ちづくりを進めていく必要があります。 

・都市計画マスタープランや，それを具現化する都市計画制度等について，市ホームペー

ジや広報紙，パンフレットの配布，出前講座等の開催など様々な手法を通して，市民や

事業者への情報提供や理解促進を図ります。 

・都市計画に関する市民参加の促進を図るため，計画素案の構想段階から説明会や公聴会

を実施し，市民の意見を反映していきます。 

・都市計画提案制度等の活用により，市民や事業者など多様な担い手の参画による協働の

まちづくりを促進します。 

 

（２）分野間連携の推進と関係機関等との連携・調整 
 

・『ネットワーク型コンパクトシティ』の実現に向けた総合的なまちづくりを推進するた

め，交通や産業・環境，福祉など関連する部門との連携や調整を図りながら，個別の計

画策定や施策事業を推進します。 

・広域的な公共交通ネットワークの形成など，市域を超えて取り組むことが必要な施策に

ついては，県や関係市町等と連携・調整を図りながら，まちづくりを展開していきます。 

・人口減少等に伴い，都市が直面する新たな課題などに対応した施策事業の推進や，『ネッ

トワーク型コンパクトシティ』によって目指す土地利用を実現する上で必要な制度の創

設・改正，地域の実情に応じた柔軟な制度運用等について，国や県への働きかけを行う

など，その実現に向けて取り組みます。 
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・本マスタープランを推進するため，都市計画に関する基礎調査等の有効活用や「宇都宮

市立地適正化計画」の評価等との連携を図りながら，『ネットワーク型コンパクトシテ

ィ』に向けた都市形成の動きや施策事業の進捗状況などの調査・分析等を行います。ま

た，その結果等について，「都市計画審議会」などからご意見を伺いながら，都市計画制

度等の運用改善につなげるなど，効率的・効果的なまちづくりの推進に取り組みます。 

・社会経済環境の変化や，「総合計画」，県が定める「都市計画区域の整備，開発及び保全

の方針」など上位計画の改定等により，都市計画マスタープランの内容に見直しの必要

が生じた場合は，計画の見直しを行います。 

 

（２）ネットワーク型コンパクトシティの形成に向けた評価 
 

・本マスタープランで目指す『ネットワーク型コンパクトシティ』の実現を着実に進める

ため，居住や都市機能の誘導などに係る施策の進捗状況等の定量的な把握・評価や，そ

の評価等を踏まえた施策の見直しなどに資するため，参考として以下に「宇都宮市立地

適正化計画」等で定めた評価指標を示し，定期的にその評価を行います。 

 

１） 居住誘導に関する評価 

   幹線交通軸（幹線道路等）沿線などの利便性が高い場所（居住誘導区域）におい

て，快適な居住環境形成や人口の誘導・集積などにより，市民生活の利便性や都市の

持続可能性を確保していく考えから，評価指標を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 都市機能誘導に関する評価 

   周辺地域からのアクセス性が高い拠点（都市機能誘導区域）において，生活利便施

設や人口の誘導・集積による効率的で安定的なサービス提供などにより，市民生活の

利便性や都市の持続可能性を確保していく考えから，評価指標を示します。 

 

 

 

 

 

 

 ２ 都市計画マスタープランの進行管理等 

（１）計画の進行管理と見直し 
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    「立地適正化計画」等による都市機能や居住誘導の取組などとの連携を図りなが

ら，将来にわたり誰もが円滑に移動できる持続可能な公共交通ネットワークを形成し

ていく考えから，評価指標を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 関連分野との連携施策に関する評価 

 『ネットワーク型コンパクトシティ』を推進する上では，健康増進や公共施設再編，

中心市街地活性化，低炭素まちづくり等の関係施策が連携を図りながら，市民の外出機

会の創出による健康寿命延伸や，持続可能で効率性の高い都市運営，密度の経済による

消費・需要の拡大，まちなかの賑わい創出，更には，環境負荷の少ない都市構造への転

換等の都市が直面する諸課題に対応した総合的な施策展開を図っていくことが重要であ

ることから，「宇都宮市立地適正化計画」等で定めた評価指標を補完する指標として，関

連分野との相乗効果等を考慮した連携施策に係る参考指標を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 公共交通に関する評価 
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３ ネットワーク型コンパクトシティの推進方策 
 

本市が目指す『ネットワーク型コンパクトシティ』の形成に向け，「土地利用の適正化」   

や「拠点化の促進」，「ネットワーク化の促進」を着実に進めるため，次のような取組を推  

進し，人口減少社会にあっても持続的に発展できる魅力と活力ある都市を構築していき 

ます。 

 

（１）都市計画における諸制度の積極的な活用 
 

・都市計画マスタープランで示す将来都市構造の位置づけや土地利用の方針に即し，拠点

や幹線交通沿線等への居住や都市機能の集積，周辺環境と調和した良好な都市環境の形

成を促進するため，必要に応じて用途地域等の見直しの検討を行うとともに，特別用途

地区や地区計画など様々な都市計画制度を積極的に活用していきます。 

・また，市街化調整区域の基本的性格を踏まえながら，拠点機能の強化や集落における活

力維持の観点から地区計画制度や開発許可制度の適正な運用を図ります。 

 

（２）骨格的な都市施設整備等の推進 
 

・都市の骨格となる道路網や，公共交通ネットワークの基軸となるＬＲＴ等の都市施設の

整備，中心市街地や利便性の高い既成市街地の再整備など，『ネットワーク型コンパク

トシティ』を形成する上で効果的な事業を重点的に推進します。 

・都市計画決定から相当の年月を経過している未着手の都市計画道路などの都市施設等に

ついては，社会経済環境の変化等を考慮しつつ，持続可能な『ネットワーク型コンパク

トシティ』のまちづくりの観点から，その見直しの検討を行います。 

 

（３）居住や都市機能誘導と総合的な交通ネットワーク等の連携・推進 
 

・人口減少社会の進行を見据えた『ネットワーク型コンパクトシティ』に向け，地域特性

に応じた居住の適正な配置を誘導するため，「宇都宮市立地適正化計画」等との連携を

図りながら，目指す将来都市構造における拠点や幹線交通沿線等の利便性が高い場所へ

の居住や都市機能誘導に取り組みます。 

・徒歩・自転車，自動車と，拠点間をネットワークする鉄道・ＬＲＴ・バス路線や，地域

内交通などがシームレスにつながり，それらが便利で快適に乗り継ぎできる総合的な交

通ネットワークの構築に向け，引き続き，地域・事業者・行政が連携しながら，取り組

んでいきます。 

・『ネットワーク型コンパクトシティ』を実現する上で，居住や都市機能の誘導によるコン

パクトなまちづくりと公共交通ネットワークの形成は車の両輪であることから，その一

体的な推進を図るなど，将来にわたって持続的に発展し続けることができる都市形成に

向け着実に取り組みます。 
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